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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月8日(2014.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自然エネルギーから自然エネルギー電力を生成する自然エネルギー電源装置からの２次
電池への電力の供給を制御する充電制御装置であって、
　前記自然エネルギー電源装置からの電圧または電流に基づく出力値と前記２次電池の充
電が完了するまでに供給すべき電力に関する値とに基づいて算出される、前記自然エネル
ギー電力のみにより前記２次電池の充電が完了する予測時刻が、前記２次電池の充電を完
了すべき時刻である完了時刻より早い場合には前記自然エネルギー電力のみにより前記２
次電池を充電させる充電制御部を具備する充電制御装置。
【請求項２】
　前記充電制御部は、前記予測時刻が前記完了時刻以降である場合には前記自然エネルギ
ー電源装置以外の電源装置が生成した電力により前記２次電池を充電させる
請求項１記載の充電制御装置。
【請求項３】
　前記充電制御部は、前記予測時刻が前記完了時刻以降である場合には前記自然エネルギ
ー電力をさらに供給して前記２次電池を充電させる
請求項２記載の充電制御装置。
【請求項４】
　前記充電制御部は、天候を示す天候予報データに基づき天候ごとに予測される前記出力
値と、前記電力に関する値とに基づいて前記予測時刻を算出する
請求項３記載の充電制御装置。
【請求項５】
　前記自然エネルギー電力による前記２次電池の充電容量と前記自然エネルギー電力以外
の電力による前記２次電池の充電容量とを示す情報を充電データとして生成して出力する
充電データ生成部をさらに具備する請求項２から４のいずれかに記載の充電制御装置。
【請求項６】
　前記自然エネルギー電源装置以外の電源装置により受電された交流波形から、電力の供
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給源を識別するための電源識別信号を分離する分離部をさらに具備し、
　前記充電データ生成部は、前記分離された電源識別信号に基づいて前記充電データを生
成する
請求項５記載の充電制御装置。
【請求項７】
　前記充電制御部は、現在時刻から前記完了時刻までの時間である残り時間が所定の時間
以上である場合には前記自然エネルギー電力のみにより前記２次電池を充電させる
請求項１から６のいずれかに記載の充電制御装置。
【請求項８】
　前記充電制御部は、前記２次電池の残存容量が所定の容量以上である場合には前記自然
エネルギー電力のみにより前記２次電池を充電させる
請求項１から７のいずれかに記載の充電制御装置。
【請求項９】
　前記充電制御部は、天候を示す天候予報データをさらに設定し、前記設定された天候予
報データに基づいて前記出力値を天候ごとに予測し、前記予測された天候ごとの前記出力
値および前記電力に関する値に基づいて前記予測時刻を算出する
請求項１から８のいずれかに記載の充電制御装置。
【請求項１０】
　自然エネルギーから自然エネルギー電力を生成する自然エネルギー電源装置からの２次
電池への電力の供給を制御する充電制御装置であって、前記自然エネルギー電源装置から
の電圧または電流に基づく出力値と前記２次電池の充電が完了するまでに供給すべき電力
に関する値とに基づいて算出される、前記自然エネルギー電力のみにより前記２次電池の
充電が完了する予測時刻が、前記２次電池の充電を完了すべき時刻である完了時刻より早
い場合には前記自然エネルギー電力のみにより前記２次電池を充電させる充電制御部と、
　前記自然エネルギー電力による前記２次電池の充電容量と前記自然エネルギー電力以外
の電力による前記２次電池の充電容量とを示す情報を充電データとして生成して出力する
充電データ生成部と、
　前記出力された充電データを記憶する充電データ記憶部と、
　２次電池と
を具備する充電システム。
【請求項１１】
　前記自然エネルギー電源装置以外の電源装置により受電された交流波形から、電力の供
給源を識別するための電源識別信号を分離する分離部をさらに具備し、
　前記充電データ生成部は、前記分離された電源識別信号に基づいて前記充電データを生
成する
請求項１０記載の充電システム。
【請求項１２】
　前記充電データに基づいて前記自然エネルギー電力による前記２次電池の充電容量と前
記自然エネルギー電力以外の電力による前記２次電池の充電容量とを表示する表示部をさ
らに具備する請求項１０または１１に記載の充電システム。
【請求項１３】
　自然エネルギーから自然エネルギー電力を生成する自然エネルギー電源装置からの電圧
または電流に基づく出力値と前記２次電池の充電が完了するまでに供給すべき電力に関す
る値とに基づいて算出される、前記自然エネルギー電力のみにより前記２次電池の充電が
完了する予測時刻が、前記２次電池の充電を完了すべき時刻である完了時刻より早い場合
には前記自然エネルギー電力のみにより前記２次電池を充電させる充電制御手順と、
　前記自然エネルギー電力による前記２次電池の充電容量と前記自然エネルギー電力以外
の電力による前記２次電池の充電容量とを示す情報を充電データとして生成して出力する
充電データ生成手順と
を具備する充電方法。
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